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食物アレルギーと鯨肉

1 .はじめに

近年附加しているといわれているアレルギ

一、特に食物アレルギーにおける鯨潟の役割に

ついては註尽されるところであり、日本鯨綴研

究所は1987年以来ほとんど毎年鯨綴捕獲調盗の

出日産物である鯨肉を特別に医療問的に’：J;~ リ当て

ている。本報ではなぜ~］.肉が食物アレルギーに

有用といわれているのか、両者の関係について

援療人'IJ'i学の側[ffiから紹介したい。

2.食物アレルギーとは？その定義

アレルギーはI年済的泣かさによる食生活の向

上、 佐宅事悩の変化、またストレスの的民l等

にともなって近年急J2!にJ¥'1)JI!したと長われ、

1991｛ドに限生省が全国でおこなった淵資によれ

大由佳世（日本鯨類研究所）

ば、食物アレルギ一線症状を訴える国民はすべ

ての世代にわたっており、男性では33.4%、交

性では36.2%にも上る（坂井， 1999）。が、実際、

食物に起悶する呉常反応がすべてアレルギーと

は限らず、異常・反応を訴える！＆＼者のうちで実際

に「食物アレルギーj と診断される患者の割合

は低いといわれている（Sampson,1999a）。

これは、いったい何を滋味するのだろうかつ

渓学文献をひも解いてみれば、食物アレルギー

に関速して、いくつかの朋諾が用いられている。

これらは食物不鮒位，食物嫌忌、食物特異体

質，食中毒，食物過敏症などであリ、これら汗j

誌は文献によって様々に用いられ、その定義っ

けにおいて、学者間で－≫＇！＜ をみていない。

Francis (1987）の定義に必づき、これらの限

必を笠現したものが｜主llである。食べ物に対す

る異常反応はまず心ll<IM：ーか奈かでI主分される。



心理的要因による食物に対する拒否反応である

食物嫌忌と、生理的な矩奇反応である食物不附

性である。食物嫌忌は神経性の食欲不振などで

ある食物忌避と、特定の食物に対していだいて

いる感情によって体に不快な反応がおこリ、食

物を受け付けなくなる心因性食物不鮒性に分か

れる。ここで興味深いのは、食物を見た闘には

わからないように調理した場合にはその症状が

現れないことである（｜司上）。

一方、生理的要因の食物不問f性は特定の食物

や食物成分によって起こされる不快なJ<¥1it反応

であリ、その反応Jこは関現性が見られる。食物

不耐性l立、 ii:::に食物特異体質と食物アレルギー

に区分され、食物特異体質は食物によって不快

な異常反応が臨床的におこり、その反応にも再

現性があるものと定義されている。この顕著な

例は牛乳を飲んだ後、胃腸に不調をきたす乳紙

不調I誌である。また、自然界に存注する科学物

質や食品添加物の議般によって引き起こされる

J<¥常反応である化学性食中みも食物特災体質に

含ま~1,る。

吋方、食物アレルギーは普通なら異常な反応

を起こし得ない食物によって生じる特異な免疫

的反応である。食物アレルギーのしくみについ

てはよくわかっていない。食物が摂取され、そ

の食物が異物（抗原：アレルゲン）として体内

で認識されると、体は自衛のため、その食物が

再妓取されるのを防ぐために、特別な抗体、免

疫グロプリンE(lgE）を作る。アレルギ一反応

は、このlgEが皮閥や紘II誌に仔在するマスト前II

胞に結合し、ヒスタミンなどの物質を放出する

ために起こる。

免疫は災物である抗原の進入を食い止めよう

鯨叩f通信

として作り出された抗体が抗原と結合したとき

に働き、健康へのill¥%認を防ぐ。しかしながら、

この抗原抗体反応が健康上、常に有利に働くと

は限らない。アレルギ一反応とはこれが不利に

働いたものなのである（矢田， 1985;1994）。

前述のように、食物による特泉反応には様々

な要因があリ、一般的にはこれらのすべてを食

物アレルギーと呼んでいる。しかし、医学的に

は抗原抗体反応を合む呉常反応のみを食物アレ

ルギーとして区別しており、よって本報の定義

もこ ~1,に準じることにする。

3.食物アレルギーにおける
鯨肉の効用

食物アレルギーの概略について、上に述べた

が、なぜこの治療に鯨肉がお：Elされているのだ

ろうかつ医師や恐者グループが食事療法に鯨肉

をj刊いていることは事笑であるが、「鯨！蒋はア

レルギーに効くj、「鯨肉はアレルギーにならな

し、j等のうわさは、来たして本当なのだろう

かつ

主主肉の~｝Jffl について考えるために、まずは現

在行なわれているアレルギーの治療法を簡略に

説明したい。そして、その中での鯨肉の役割に

ついて検証し、上記について考察したい。

3 1アレルギーの治療法

アレルギーが免疫反応であることは先に述べ

たが、アレルギーの発疲には体質が密綾に関係

している。 5種主買ある抗体の内、免疫に有利に

働く抗体は免疫グロプリンG(IgG）に、アレル

ギ一反応をおこす抗体はlgEに属する。異物が

食物への異常圧応

食物不蹴E生理的）

食物4繍F露

。酵罷の欠知（孝弘君臨不酎誼〉

企物アレルギ
lgε を要因とする

2)露拍（カフヱイン．化学関味料）への反応
3）ヒスタミンを古有する企鞠（イテゴ等恒性アレルゲン）への庄応
。苦手科等刺撒鞠へのE応
5）世物路睦号事．未消化宝物醗酵に対する庄応

1 

心因性企物忌避
I 

倒神桂性主欲不提

1. 
金物嫌悪（心因性）

幼児等の企ペず臨い

心Ill性世物不尉性

関蕗情的連鎖による
古物拒否

6）化学性企中務署毒性物質［柄レクチン等自然界のf拘置，聞生物や昆虫等食物貯臨時に生じた鞠質漂白剤等の食品添加鞠〉に対する反応
7）｛也の解明不能なメカニズム(lgEを要因としないJiil(;)

！羽 I 食物アレルギーの定義づけ（Fr田 cis1987をもとに作成）。
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体内に進入した時点でどちらの抗体（lgG又は

lgE）が形成されるかは、個人の体質のみによっ

て決定される。

常にlgEを形成する傾向にあるならば、巡伝

によるアレルギ一体質をもっているとされ、体

質は本質的には変わらないことから、アレルギ

ーの完治は設めないのが現状である（矢田，

1985）。よって際擦の進んだ現在でも、アレル

ギ一治療は予i坊（免疫反応をおこす食品の除去

と食品の広範な利用による食事療法）と抑制

（起ってしまったアレルギ一反応を抑える抗ア

レルギー剤の佼.mlを中心としている

(Neekam, 199的。

3.2アレルゲンの確定

治療の第一段階である予防のためには、反応

を引き起こすアレルゲンである食物をつきとめ

る必要があるが、このアレルゲンの硲定が大変

難しい。現在のところ、この確定でもっとも効

果約な方法は「誘発試験Jである（Sampson,

1999b）。

まず、ひどいアレルギ一反応（アナフラクシ

ー）を避けるため、あらかじめ医師が忠者や保

護者に問診し、過去の疾病記録や食生活からア

レルゲン候補食物を選び出す。一度疑わしい食

物が選出されれば、一般的にアレルゲンとされ

ている食物（牛乳、卵、大立）も加えて、それ

らの食物は忠者の食事より5日から3週間程度外

される。アレルギー症状が＇ I珪滅されれば、外さ

れた食物を一種煩ずつ加えていく。その折に、

アレルギ一反応がまた出ればその食物はアレル

ゲンと確定される。同様の方法で外されたすべ

ての食物をチェックし、アレルゲンを確定して

いく（矢田， 1985）。

3.3食事療法：除去闘転食

いったんアレルゲンが確定されれば、治療は

第二段階に進み、 J告、者にアレルギ一反応、を起こ

させず且つ栄養的にもすぐれた食物を提供する

食事療法を行なう。日本を合む世界の子供にお

ける主＼＼！！7レルゲンをリストとしたものが表l

である。もっとも一般的なアレルゲンは、廉価

で栄養{illjに；；；；；んだ幼児の記長乳食としての消費監

が高い牛乳、卵であり、 i止界共通である。が、

各悶の自然条件などから出来する食文化の迷い

から閣によって異なるアレlレゲンもある。

アレルゲンは日常的に食されている食物であ

ることが多いため、馴染みの食物は利用できな

い。これは｜湾じ食物を定期的に7自賛することに

よってその食物に対して敏感になり、抗体をつ

くる傾向があるためである。また、 iJ＇＜者がアレ
ルゲンである食物を消費し続ければ続けるほ

ど、アレルギ一反応はllil定化されると言われて

いる(Breneman,1978）。

食事療法では、これらのアレルゲンは食事か

ら除外して、食材の組合わせを考える。また、

食物は生よリも調理された形で用いられる。加

熱されることによって蛋白質の構造が消化され

やすい形になり、アレルギーになりにくいとさ

れるためである。多くの上自合、忠者は数種類の

食物に対してアレルギーであるため、献立づく

リが大変難しい。，：1＼者の感受怖やアレルゲンの

相互反応によって、アレルゲンを含む関迷食物

すべてが除外されなければならない可能性もお

く（例えば魚鎖や木の実ら全て）、食事療法は

利用できる食物が少なければ少ないほど殺しく

炎上子供に見られる食物アレルゲンの凶総比較（鎖皮による段階付け阪 上位10位を上限とする）
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なる。

また、当初はアレルギ一反応がなくても、同

じ食物を長WJに日常的に消1~することによっ

て、アレルギ一反応をおこすこともあるため、

治療法として食物を定期的に変える除去回転食

が推奨されている。加えて、この治療法には新

しく導入された食物へのアレルギ一反応を予防

し、食事に変化を与えるという利点もある。こ

の食事法は現在食べることができる食物の過皮

の消到、また新しい食物がアレルゲンになるこ

とを抑制することによってアレルギーの態化を

防止する。さらl亡、定期的に食物を替えること

によって兇落としていたアレルゲンを再発見し

えるという利点がある。

また、アレルゲンとして長期間避けていた食

物が隠導入された場合、その消旋盤が少なくJ'L
つ、 i¥H~回数が鎖言語で1眠ければアレルギ一反応

を起こさない事例も報告されていることから、

この食事法によって忠者はアレルゲンに対する

自らの上限、どれくらいの綴皮でどの程度の放

を食べればよいのかを知リ、アレルギーと共仔

していく知識を得ることもできる。

3.4除去回転食の問題点

鯨叩f通信

上記のように除去回転食には利点も多いが、

その実施のためには課題もある。この食事療法

での議初のスチップは食物を区分することにあ

る。 Monro(198η は食物をカテゴリー（水、穀

物粉、澱粉、魚肉、 l＼~肉、補乳類肉、動物性油

脂、野菜、果実、木の実‘種子、 I握、 i潟、ミル

ク、首下、ハーブ・スパイスなど23穣）及び生物

学的な近さ等による分類である食物グループ

（牛肉、羊F号、牛乳、チーズ、バヲ一、牛服、

ゼラチンなど）に2分している。

除去回転食は、食物をまずなるべく広い範囲

のカテゴリーから巡択することから始め、各カ

テゴリーから特定の食物グループの食べ物を選

ぶが、その折に各々のカテゴリーから選択され

た食物が｜司じ食物グループに重ならないように

配慮、する必要がある（例えば、補乳類肉で牛肉

を選択した場合、動物性i1t1崩でバター、またミ

ルクで牛乳の選択は出来ない）。

選択される食物の回転鎖皮は忠者の疲状によ

って異なるが、 Monro(1987）によれば1目白に

消銭された食物グループと同じグループに総す

る食物は3日間消t~できない。アレルギーがひ

どい渇合には、徐去回転食1臼自に消認された

グループの食べ物は29日間i自賛することができ

表 2.文riv:に見られる代J苦蛋白師、の日米対比（傾不同）

E歪
ウスラ
ウマ

カエ.
カ毛
キγ
シ手メンテョウ
スス’メ
必ネン

時ム一
ルラ一

7
ル
カ
ン
一
吟
z

－7

－h
z

；ト
e
t
y

一
ム
ノ
カ
ウ
カ
マ
ウ
ヘ
ク
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ない。このような除去回転食を準備するために

は広範かつ安全な食材の修復、が必裂となり、大

きな諜題となっている。

f品者の敏感性にもよるが、食事療法には一般

的な動物性蛋白質が有用であることは少ない。

意見の｝致はみられていないが、医員IPの泌で牛

乳と牛肉、卵と鶏肉の相関作用について議論が

ある。ある医附は牛乳がアレルゲンならば牛肉

も然止されるべきであリ、卵がアレルゲンなら

ば鶏肉は然止されるべきと考えている（Speer,

1983）。さらに、もし忠者が牛肉にアレルギー

ならば、共通抗服役がある可能性が高い同じ牛

科の附乳鎖である野牛、学、ヤギ等もしばらく

は然止されるべきであると考える箆例もいる。

Breneman(l978）によれば、果物、野菜、穀

物、肉烈4!tl!のアレルギーを比絞した場合、肉

類へのアレルギーがもっとも固定しているとい

う。これは、肉類のアレルゲンを食Yjiからもっ

とも長く除かなければならないことを窓味す

る。綴織な烏合、忠者lこ不可ダてがある巡切な動

物1'£蛍 l~l'i'lが入手できず、敗Jlll旋に~る場合も

報告されている（阿部， 1993）。

もっとも一般的な代越え動物性議白妓は大豆

からつくられた純物性蛋白E主であるが、日本で

は大豆も一般的なアレルゲンであることからこ

の利用もまI!しい。それゆえ、より広い絡凶から

の動物性慾臼氏、特に柏凶作用を引き起こすこ

との少ない独立した野，生効物肉の椛保が必~と

なる。

このような背紋から、医fliliはイ~｛悲え蛋 l~I源の

リスト（表2）を作成している。北米のリストに

は、一般には食物とみなされにくい動物、また

!WCの保議対象弱、 1972年の米国i持政附手LliiJ物

保護法対象種の記載まである。これらの動物が

リストに記殺されることになった背援について

は不明であるが、一部には生態 文化的要悶が

あるように盟、わ~＇る。

Miller(l980）によれば、過去に日常的に消'I~

さ~＇ていた食物よリも、まったくまたはほとん

どil'H~ したことのない食物のほうがアレルギー

になリにくいという。いいかえれば、エキゾチ

ックな食物であればあるほど食物アレルギーの

管理には有利であることになる。これら食物の

ほとんと1立独立した動物性滋1~t!lであり、他の

5 

食物との関連性が低いため、除去回転食を計i函
することがより容易なのである。

加えて、アレルギーの要119として食物への添

加物、汚染物奴も問題であると考えられておリ、

食物そのものよりも食品添加物、残留淡薬及び

肥料などの化学物質などをアレルゲンとみなす

文献も多い（Shaper,1983）。それゆえ、アレル

ギ一反応を紡ぐためには、 P.華民t~語、有機栽培さ

れた食物、添加物の入っていない食品が推奨さ

れている。同時に出所がはっきりした言語材のみ

を利用すべきであり、動物性蛋良質も、大量ま飼

育されたものよりも自然飼育されたものや野生

動物を食すべきと考えられている。大E童館育さ

れたものはその飼料から畜肉が汚染され、その

頒j品分には、科学物質が諮税されている可能性

があるためである。

炎3 iil!J物伎鑑i3i.臨栄養対比表

(100 g当リ・ 51ミ羽現）

般的に野生生物の肉の脂肪分は網干苦肉より

少なく（表3）、化学物質による汚染の可能性が

飼育肉よリ低いこと、また機々な］阜での事IJJljが

なく、利用が頻繁でないことから除去凶転食な

どの治療食に絞i直であると考えられている。

4.考察
食事療法における鯨肉の役割

ここで、 仁述した食事療法における鯨肉の役

割について考察してみたい。「鯨肉はアレルギ

ーに効く j、「鰐ii却はアレルギーにならないJ等



のうわさがあるが、まず、食物アレルギーを抑

制するために用いられている主な手法（反応を

引きおこす食物の除去と食品の広範な利用によ

る食事療法）について怒い起こしてもらいたい。

アレルギーのしくみについては、いまだ米知な

部分も多く、医学の逃んだ今日でも線本的な治

療はなく、治療の中心はその抑制にある。よっ

て、鯨肉を食べることによってアレルギーが直

るということはない。また、表 lにおいてみら

れるように、 1973年の日本のアレルゲン上位第

創立は鯨肉であった。この例をみても、鯨肉は

いくら食べてもアレルギーにならないというこ

とではない。鯨肉も｛也の多くの食材と問じくた

くさん消設すればアレルゲンとなりえるのであ

る。

鯨肉の有Hh"tは、総去回転食て耐震皇室な意味を

持つ代替え動物性蛋白illlの選択肢としての役剣

にある。除去回転食の：Eな課題は、広絡な食材

の権保である。特に一般的な動物性蛋白i原が利

陀！できることが少ないことから、新たな食材を

見出し利用していくことが不可欠となってい

る。除去食用の動物性蛋自民の主な条件として

以下の3点が上げられる。 1)iJtj授がまれである

こと 2）他の食物との関連性が低く独立してい

ること 3）自然飼育又は野生生物であること。

鯨i萄はこれらの条件をすべて泌たしているた

め、代替え動物性蛋白i原としての瑛怨的な食付

のひとつであリ、i翠療関係者のrillで関心が高い。

かつて燦自Iiで庶民の食べ物であった鯨肉は捕鯨

産業の縮小、また尚業主Ii鯨禁止によって、流i車
数が限られているため、高値（小売り販売価格

は伎食用赤肉 100~あたり約900から 1400円程

度）となり、もはや日常的に食されていない。

1960年のデータによれば鯨肉の肉類消旋盤に

占めるおJ合は25%、1965年には17%、1970年に

は7%を占めていた。 1995年のデータでは、そ

の割合は0.1%にまで法ち込み、街l肉を食べたこ

とのない若年間が問えている。さらに、かつて

マーガリン・ショートニング等に鯨iillが利HJさ

れ、ゼラチン等も鯨から作られていた。そのた

め関連食品の消！｛~もおかったが、もはや鯨対lの
利用は1~い。そのため、鯨肉は波注総！担｛／「胤を

引き起こすことの少ない独立した動物性鐙 l~l~＇l

である。
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その上、車車類は持続的利用が可能な野生生物

で、 F霊肉等の一部を除いて、大部分の脂肪を脂

皮にi認めるため、赤肉における脂肪分は少ない。

よって、科学物災による汚染がもっとも顕著で

ある脂肪分をできる限リ取り徐くことが可能で

ある。加えて、南氷洋で捕獲されたミンククジ

ラ肉はPCBやDDTなどの汚染物質がもっとも

少ない食材のひとつであることがわかっている

（小松綴箸，2001）。

さらに文化的観点から、食事事話法における鰍

肉の役割について論じてみたい。文化が食物の

選択をti.右することはよく知られているところ

であり、どのような食物を食するのかという選

択には、環境、経済、そして政治がかかわって

いる（Harris,1987）。言い換えれば、文化は自

らを取り巻く環境に対し意1：；詩的な選択をおこな

う。ある資源を利用する一方で、他の資説、は未

利用のまま放寂するのである Geromeet al., 

1980）。そして、文化は食物となりえる可能な

資i尽から特定グループの人々が何を食用とし、

何を非食用とするかを決定する（Simoons,

1961）。それゆえ、文化によって食材となりえ

る動物性主主自i訟に付与されるj蕊味は異なる。

このような背髭から、目新しい野生生物など

の肉の利用に関しては、文化的悩値観に配慮す

る必要がある。なぜなら、 1世界的に見てタブー、

食物忌避の対象は植物ではなく肉である

(Rozin, 1987）。理論上l立、入手可能な限りの地

球上の生物を利用すべく、心を広く持つべきで

ある。だが、患者の立場から見れば、務で気が

滅入っているところに、治療のためとはいえ食

べなれない、それも食物とは普i邑見なされない

魚緩や肉績を消iをする司王は患者自身のみなら

ず、その家族にもかなりの精神的ストレスを伴

う。患者の紡神的不安定によって食物アレルギ

ーが悪化することも知られている。

忠者ーが子供ならば、医師や栄養士の指導の下

で食事を用j返するのは多くの場合母親であり、

慣れない食材を使って栄長ある食事を から作

らなければならない。加えて、他の家族の無理

解などから母親にさらに多くの負担がかかり、

そのストレスを子供が感じ取リ、痕状に!l!¥llHJ!
を及ぼすこともある。

このような忠者や家族の給神的負担を経くす
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る為にはなるべくなら伝統的に食物と見なされ

ており、現在はその利用が綴繁でない食材を利

用することが好ましい。なぜなら、食物とその

消'I~者には特殊な関係があると考えられている

ためである。動物性登臼Eまを計H~することはそ

の動物との f一体化j を怒味し、その消費者に

特殊なアイデンティティをもたらすためである

(Sampson, 1999a）。

例えば、日本では fペット」としてみられて

いるウサギの肉の利用を母親が嫌がる傾向にあ

るが、普から rmf!.¥Jとして知られる鯨肉や

「桜肉j として知られる馬肉の利用に悩他感の

主主Ji事は兇られないという。一方、北米や多くの

ヨーロッパ諸悶で鯨肉は食用と見なされていな

い。加えて、多くの人々にとって「鯨肉」を食

用と考えること自体機怒を呼び起こすため、治

療目的とは言えその溺援は低いと考えられる。

悶級に米盟、英悶や韓国で「馬肉Jは食mとは

見なされないため、その需要は低いと予測される。

北米で犬肉の消!f!lは非人道的なタブーと考え

られ、 m辺、の対象である。同様に多くの日本人

にとっても考えがたいことであるが、斡図やフ

イリツピンでは食物として正規に位絞づけされ

ている。もし犬肉が一般的なアレルゲンでない

ならば、それらの肉を伝統的に消資してきた社

会で食物アレルギーの治療用食材として優先的

に考えられるべきであろう。多民族問家アメリ

カでは医師にf色者の民族的背J;tに館総した食事

指導をおこなうようll予びかける論文も出版され

ている。

これまで考察してきたように、 WI.肉は治療用

食材としての条件を満たすのみならず、文化的

食材としての条件をも総たす。よって、食物ア

レルギーの岱’耳llにおいて鯨肉に対する期待はこ

とさら高い。

5.結語

ヰ；報では食物アレルギーと鯨｜却の関わりにつ

いて紹介した。アレルギー忠者のための代詩え

滋1=i淑には、他の食物との｜おわりが少なく、 ,f!J

mがまれで、倒料などによる化学物質の汚染皮

が低い野生到J物などが有j刊であるとされてい

るb さらに、動物性蛋白't'.lの選択には文化的側
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値観が大きく作用することから、社会で広く受

け入れられている食材を後先的に利用すること

が重要である。

それゆえ、日本人にとって鯨肉は食物アレル

ギーに対処する理想的な食材のひとつであると

考えられる。このような背景から、当研究所は

食物アレルギー患者のグループの要請に応じ

て、南極海産のミンククジラに限りその調査尉j

産物を卸値で提供している。 2000年には約11

トンの街、肉が医療用に販売された。潜tE的；濡要
はこれ以上あると見込まれているにもかかわら

ず、大口販売等流通上の課題から尽忠、を受けて

いるのはわずか I間体に過ぎない。 ！＆＼者や家族

の紛争11的、経済的負担を経滅するためにも捕鯨

が再開され、もっとも鯨肉を必要としている人

たちに一日も早く広く利用される臼が来る事を

望んでやまない。
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南極海産ミンククジラの精子と精巣機能

しはじめに

精子の凍結保存技術は、生物工学の一技術で

ある 方、談業閣では家斎における繁殖効率l向

上のための技術として広汎に祁j百されており、

比較的簡便である手とから、多くの野生動物騒

においても巡応されている。しかしながら、海

桜II市乳類においては、紛子凍結の散発的な試み

が報告されているにすぎない現状で、それも粉

子回収や保存技術に関するm毅は限られた綴告

しかない例eminget al., 1981）。希少様、絶滅危線

極からのi自伝資源消粍や不適当な方法論を避け

るためにも、泌総z技術全般に関するト分な報告

はill~主である。中でも現夜、臼本政府の委託に

よって当研究所が行なっている主!l~盟諸査によっ

て符られたミンククジラを！日いて総子の凍結保

亦を行なうことは、技術俗説はもちろん、滋保

存および人為的繁殖のための必須な研究訟であ

る。

この報告では、浪者らがこれまでに、南半球

産ミンククジラ捕獲調査（以－n総 PAと称する）に

生物調蕊只として乗船した！日！に行った、ミンク

クジラの精子と粉巣機能に泌する実験にJfjl、た

手法をffij単に紹介した後に、当時の実験風Jj(と

一巡の実験結果ミをまとめてお話しさせていただ

く。

2.精子の回収と保存

私は現復、 l詰問法人臼本鯨類研究所の調査部

採集誠君主窓に属しておリ、±.に調査母船日新丸

上で捕獲調査における生物調査を行なってい

る。それ以前にも学生として指広畜媛大学畜1111

学部の修士課桜中、および岩手大学迎合政学研

究科の諜続中にも捕獲調主主において生物調査員

として3間にわたりJARPAに参加する機会を与

えられ、成熟雄ミンククジラの紡液型h状と副［tj1 

ステロイドホルモンの季節的変動に関する研究
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をfrなってきた。

2 . 1精子の回収

まず、有jめに私が行ってきた笑験手法の紹介

として、ミンククジラの精子の回収方法を説明

する。私たちはJARPAで捕獲された成熟雄ミン

ククジラから精子を回収した(Fu泊iet al., 1996; 

1997; Mogoe et al., 1998a; 1998b; 2000）。その手

j闘はまず、 triH>監された雄ミンククジラを船上で

解剖する際に仮体から紡巣上体管を回収するこ

とから始まるロ t.ffiミンククジラの1:嫡器は他の

Hill乳類と異なリ、ゾウと問機に紛換を体内に有

する動物である。日新丸紛上に引き上げられた

ミンククジラの腹腔内から迷やかにl到収された

粉巣およひe精巣上体は実験室に持ち帰り、付校

する血液、脂Hli綴織等を取り除いた後にあらか

じめ37℃に保漁されたプラスティックディッシ

ユに絡智弘主を［£持して（関L 2）、精管内結子を

回収した（凶3）。

2.2精子の液状保存

精子の保存方法は、もとより精子の代謝を抑

制して精子の機能を延長させることを原理とし

ている。液状保存は粉液に希釈液を加えて低温

で保存するものであり、この方法の有利な点は、

精巣上体

剛
、
＼
山

V
H
U

肝

f
f・－E

図 l.品11まからのミンククジラ紡子阪l収の概念

Ii?!。



fr'i~主に代わって希釈液を添加することにより精

子に必要なエ才、ルギー源を供給し、精子生存の

刻lrll延長を閲るとともに、希釈に伴う精液量の

鳩大により利用効率をあげることができること

である。この線、低混保有ーにより純子の代謝を

抑えることが）ff愛である。

私たちがj若いた低漁保存用希11<液はトリス

(300mM）、グルコース（27.75mMトクエン酸

(94.75mM）、卵資（15出； v/v、以下トワス基本

液と称する）および修正リン酸緩衝液（以下m-

PBSと称する）である。私たちはこの二つを用

いることにより、‘ミンククジラ精子が低温で保

存可能かどうかを検討した。試薬の言J・）立が不可
能な船とで、希釈液を調鐙する事には限界があ

ることから、品目怒済みの凍結希釈液を手当111する

ことにして、卵貨のみを後添加lすることにして

臨んだ。

2.3精子の凍結保存

凍結保イ了されたtiJ子は、 2Qijこを経過しても受

給およびその後の受胎能力が総持される。液状

保仔に比べて凍結保存には、凍結による細胞の

脱水や氷品形成によるJ民俗などが精子に陣容を

与える均九ミンククジラ1拍子をJ員長Jカミら紡ぐこ

とができ、かっ液状保存よりも史に低い生物活

性のない討，［立で保イ了することができれば、それ

に越したことはない。それに他の時ll乳類でおこ

なわれている技術が梅線附乳室長であるミンクク

ジラに適応できないはずはない。

凍結保従/H希釈液としてトリス基本液にグリ

関2.!JI；ミンククジラの紡符内＊Ii子日Pilloプラ

ス子イツクディッシュrjtのノjく泌が紡波。
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セリン（B首， v/v）を含む希品f{11庇を斤jいた。保温さ

れた希釈液で希釈後、マイクロピペットでゆっ

くリと授押し、 211寺閃かけて5℃まで冷却後、マ

イクロチューブに0.2mlづっ分注し－80℃で凍

給した。当初は、洋上で約5ヶ月間におよぶ液

体主草案の維持に目途が立たなかったため、－

196℃での保存をあきらめ、－80℃で凍結した

まま保存し、帰悶後に液体袋索中に投入してい

たが、その後、日蒸発鐙の比較的少ない液体議

然保存タンクを使用して、 1994/95JARP似品降

は凍結されたマイクロチューブは－80℃で一昼

夜保存した後に液体墾楽中に投入し、 196℃ 

で保存することができるようになった。

マイクロチューブ内に凍結｛呆存された精液を

融解するときには、液体窓索中から取り出し、

窓滋で数秒おいた後に37℃仮説搭を用いた。級

品草したまfj液のー剖lから粕子の評価を行なった。

2.4精子の評価

回収された精管内紛子は、精子濃度、精子速

効率、 fli子奇形率および精子生存率などを綴然

して評価した。精子i段I立は、白血球用ピペット

（メランジュール）を用いて結子を希釈し、僚と

うした後に、ノイバウエル血球計算盤上で計数

し野山した。紛子llliifVJ率l立、顕微鏡下で前進波

野Jする精子の割合を低倍率からお倍率へと検

査、計数して算出した。：m子奇形率のtr出には、

カルボルーフクシン染色（以下CF染色と称す

る）を施した後に検資した。＊＇~子生存率l立、＠I

収された精子を速やかに1自（w/v）エオジンー

i羽3 t1'i伝ーから担i収されたミンククジラ精子。
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10弛（w/v）ニグロシン染色により染色し、エオ

ジンによる可染料子を死滅精子として計数し

た。また、前進運動能を有したミンククジラ精

子の報告が始めてのものだったことから、 CF

染色を行なった精子の精子長計測も行った。

3.南極海産ミンククジラにおける
凍結融f終結管内精子の形態

ここからは、筆者らがこれまでにおこなって

きた一巡の実験結果を当時の実験嵐殻を織リ交

ぜて紹介してい寸与とにする。

当初、私にはさほど南極海に対する特別な思

い入れはなく、単に経桜Pili乳類と向織にii~桜附

乳類にもある受精現象を過した繁殖機能をすこ

しでも自分の悶で確かめたいという情熱でのみ

調査に取り組んでいた。何しろそれまで！署殺場

での牛の解剖ならば見たことはあったが、体重

8トン程度もあるミンククジラがいったいどん

な動物なのかということすら知識に欠けてい

た。その中で主たる研究課題として、ミンクク

ジラの体外受給をおこなうことを命じられた訳

だが、第rnn図の航海（1994／宮5JARPA）では

粕子の凍結保存がやっとで、体外受精はおろか

未成熟卵子の体外成熟もままならず、これを遂

行することができなかった。そして、その翌年

(1995/96 JARPA）に、福生i教授らによってナガ

スクジラ科としては世界ではじめてミンククジ

ラの体外受給が成功したσukuiet al., 1996）。

もともと体外受絡は配偶子である精子と卵子

の受精現象を体外で再現することであるが、当

然のことながら、その成功にはそれぞれの配偶

子を得られなければならない。補卦教授らはこ

れより先の1993/94JARPAにおいて、当研究所

布川研究家長とともに拙殺されたミンククジラ

結子の凍結保仔に成功していた。 93年当i時まだ

学部の4年生であった私は、横須賀問浦港へ凍

結用希釈液を抱えて出港前の臼新丸をはじめて

訪ね、おJII氏にミンククジラ精子の凍結保存を

依願した。日新丸船上で石川氏は、凍結保存に

成功し、親94伴、約5カ月ぶりの焔港途中の日

新丸から凍結融解後の巡車IJ精子が綴望話されたと

連絡を受けた時は大変うれしかった。そしてこ

のことが欽死個体から採取した配偶子の凍結保

II 

存がi品I長崎乳類においても可能になったという

ことのみならず、巡伝資源の保幸子および応用を

闘的とした体外受給へ向けてのエボツクをi話す

ることとなり、その後、絹子および紡巣を用い

た私の実験にも大きく影響することとなった。

'I'll子は頭部、中片部およびj宅部からなる雄投

配偶子であり、高度に特殊化した細胞である。

ii~核補乳類であるミンククジラの巡伝資源保容

が凍結によって可能になったことから、私たち

はまずこの精管内から回収された巡動結子の形

態を観察した。

綴察に用いた精子は、 1994/95Jl四PAで捕獲

された成熟雄11頭で、上記で説明したとおり、

私たちが精管を庄搾して給予を凹収し凍結保存

を行なったものである。回収された総子は、

80℃で凍結し、婦問後（1995年4月）液体塗索中

に投入した。 37℃で融島幸後、精子運効率、精子

生存率、純子濃度および精子奇形率を$＇ 1-出した。

i智子巡動率は主観的及びHamiltonーthorn

Motility Analyzerで観察した。精子生存本の算

出には、エオジンーニグロシン染色を施した。

粉子頭部の形態および精子奇形率を、 CF染色

し、位相差顕微鏡下（1500｛音）で検王託した。また、

CF染色を施したサンプルは、目白速カラ一個像

処理・粒度分布解析装鐙（SPICCA）により、頭

部長と尾部長を計測した。

この11頭中7頭のサンプルについて1～20%の

総子巡効性が、また1～11.6喝の精子生存率が認

められた（表1）。もともと個体ごとに一定の射

出精液を回収するわけではなく、年齢および桜

息状態もわからないランダムサンプリングされ

た個体の務管から精子を図収していたのだか

ら、精管液中に精子が見られる個体は稀であり、

ミンククジラの精子生産は季節性のあるものな

のてイ総子の形態にもばらつきがあった。回収さ

れた総子の中にはすでに代謝されて自民部が切断

されたものなども数多く見受けられた。なかに

は、鋭部が半分かけていても前進遅刻する精子

が観察されることもあった。また、回収時には

全く前進巡到Jしていないが、形態的には特に異

常が見らオもない純子が問~~さ~＇ることもあっ

た。憾の射出＊•J液の場合、給自民と紛子が分離す

ると粉子が仮死状態になることがあるが、ミン

ククジラの紡管内精子にもそんな現象があるの
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表 1. 

綿子

純子i~I主 M<f0«ll•ml)

繍F連動中｛%）
＂＇子作イ長期（%）
税子{,f

f頃rUt.f彩
鋭部奇形

中｝＼ ＇＂~形
結節{,f形
純子長（μm)

訊締役

liH認樹
主官官災

10 

時筒（司）

位14.希i'RilUの迷いによる5℃液状保詳した粕

子の巡効率。データはそれぞれトリス謀

本液（0）およひ明m-PBS（⑧）のJ平均値（土

SEM）を示す。

2 4 6 8 10 

融解後時間（h)

20 

？市

0 
30 5 0 
凍結前
温度（℃）

。
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ではなし、かと考え、 i!lli誌しながら希釈したとこ

ろ、精子の活力カ対今矛ながら回復したのが認め

られた伺体もあった。顕微紋下、プラスティッ

クディッシュの中に巡動i靖子がたとえ1匹でも

見受けられたときは、死体からでも巡勤結子が

回収できるということに少なからず感動したも

のである。その精子濃度は13～585.2×10'/ml

の純閲であった。また、給予頭部の形態は7種

に分類され、結子奇l倍率は平均81.8%（組閣68.0

～92』出）であり、鋭部奇形が65.1崎、 1f1J'i部奇

形が15.5%、j程調1奇形が41.9出もあった。正常な

形態を持つ精子の全長は56.7土7.0μmであり、

頭部長及び尾部長は各々5.2±0.lμm、51.7±

0.5μmであった。これらの結架から索斜郊の

荷綴海において凍結保存されたミンククジラの

軒i管内精子の奇形率は非常においことが永され

た。

関5 卵故調整方法およひe凍結保、存続皮のi主い
による凍結融解後の結子選効率。データ

はそれぞれ卵裁を事前に翁盤したもの

(-196℃保事：⑧，－80℃保存 0）お

よび使用直前に調整したもの（ 196℃保

存 A, 80℃保存 6）の平均値（±

SEM)を示す。

4.精管から回収されたミンクク
ジラ精子の低温および凍結保評

た。そのうち獄死後41時間以、内に精管からi靖子

を!El収でき、運動精子を有する17強からの緒子

を低漁（5℃）および凍結（2種綴の卵策処理、凍

結保存I晶俊一80℃ vs. 196℃）保存に用いた。

なお、 3ITJ!の精子サンプルは低温および凍結保

存の両方に用いた（各lOITJ'.lづっ）。低組保存には

トリス基本液とm PBSを比絞した。凍結保仔

にはトリス基本液に5%グリセリンを添加した

ものを別い、卵黄を事前に希釈液に滋合、減給

12 

次に窓JJ収された精子を用いて、体外受精を過

して、受精現象を綴祭するためには、紡子を保

存しておく必裂があリ、その条件を調べておく

ことがill'IJ!であった。雌成熟伺体の自Jilliがあっ

たときにあわせて体外受給に供することが必'iJ!
だからだ。また、数少ない運動率を有した紛子

を効率的に体外受精に利用するために、必'iJ!に
）！）＿られて実験したものでもある。

そこで紡包’からi司収されたミンククジラ精子

の低温およびl!l!結保:{flこ仰いる希釈波、卵芸者処

1虫および凍結保存j品Ill'を検討した。 1995/96

JARPAで捕獲された成熟雄ミンククジラ61頭

（体長： 8.46±0.04m、体1立。 6.97士0.llt）を供試し
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したもの（A）と日新丸に乗船中、卵裁を使用［宣

前に添加したもの(B）とを比較した。低温液状

保存の紛子は、 241時 r•日間隔でill1動車 j子が全く見

られなくなるまで観察し、 ｛~！結保存精子は融解

直後（OH寺院J)、2,4、6、8、101時間後の)ill動率

および0と10時間後の生存率を検討した。

低温液状保存の結子において、トリス基本液

およひ。m PBSともに希釈i直後のi骨子巡車b率は

32.0土6.6%であった。純子巡効率は徐々に減少

し、その減少バターンは附縦だった。また9日

間には当初の75%まで減少したが、 21-22EIま

で巡動精子が綴察された（図4）。凍結保存純子

については希釈白後の精子巡効率は希釈液Aで

40%、希釈液Bで41%であった。 5℃まで冷却I後

それぞれ37%と39%まで減少した。そして獄解

から10時rm後、卵災処J!Jlr:ムおよび凍結保存渦皮

は巡動ヰおよび生存芸名に有忍主主を示さなかった

（関5）。以上の結架から、ミンククジラ精管内

精子は5℃の低漁液状保有で約3巡限i塁動燃を示

すこと、卵2立を事前に添加した凍結希釈液が伎

HJ可能なこと、凍結保存説立は 80℃でも可能

であることがぷ唆された。

5，非繁殖季節におけるミンク
クジラの精巣機能の減少

私は段初、終結融角￥紛子の奇形本の正むさと季

節恨の関係について特に確たる状況証拠を集め

ていなかったe 方、捕獲l時期が進むにつれて、

主主動紡子はもちろん紛管内に結子が全く見られ

ない倒体が多くなることはわかっていた。これ

に関わる事（列として、石川氏から、過去の商業

主ll鯨i時代のミンククジラ章者巣立1径が中総Ill'if!J域
と南限海では大きく奥なること（Best,1982）、

結巣組織の観祭結果（加藤， 1986）、および陶磁

海iili.!<I；ミンククジラにおける依子ストステロン

｛位（吉間ら， 1992;1994）から繁般の季節性につい

ての繰越をうけて、 1998/99JARPAでは総管内

紛子のイIT1!tt1Jj巣組織およびJiil築中ホルモン位

を調べ、繁殖の季節性を内分泌要閃から検討し

た。

:mmの形態、機能にはi立体形成ホルモン

(LH）の支配ドでのアンドロジェンlj:J])i とそ~1

による精子生産が知られている。しかしilM&Hili

13 

乳類であるミンククジラの生猪腺機能はほとん

ど明らかにされていない。私たちは索熊j割にお

ける南半球産成熟雄ミンククジラの給巣機能を

調べた。

1998/99 Ji収PAにおいて捕獲されたま古巣童数

が400g以上の機ミンククジラ62if!l（体長 8.42土

0.05m、体重： 7.01士0.13t)を笑験に用いた。捕

獲i持主主は東経35皮から130度、詩I緯60度以［拐の

F羽根iii｝であり、捕獲時期は、 1998年12月12日か

ら1999年3月8日である。 62検体より、血液サン

プル、給巣、精巣上体および精管を採取した。

紡巣上体尾部およひ下古管内の裕子有無および巡

効性を調べた。血液を吻端から採取し、遠心分

総によりJiil援を分降した後、－30℃でi東結保存

した。血築中テストス子ロンロトエストラジ

オール17β(E，）の澱定はジエチルエーテルで抽

出した後EIA法で行なった。精巣組織の評価に

は10%ホルマリン治液で悶定後、常法によりへ

マトキシレンーエオジン染色を行い、締結l草子郎
総および…締結l管内の紛細胞数を計数した。

まず、短16には、この実験に供したミンクク

ジラ倒体の捕獲地点における水禍およひ’気識と

捕獲された日の務明時を除いたEl長時間を示

す。このグラフからは、水漏iおよひ拘気温は1月

に上昇し、その後3月まで徐々に減少すること、

日長時間は12月の20.51待!Blから3月の14.111寺問ま

でこの4カ月を逃して減少していることを表し

ている。これは食品Ill堅調資期間中をii：出したも

のではないが、実験個体を捕獲した海域は、

JARPAJYJll司中、北半球が冬である時にEIを迎え

ており、 12月にはほとんど白夜であることや3

月にはぐっと水温が下がっていく環境にあるこ

ともわかっていただけるのではないかと思う。

怪げは本実験に供した62頭のミンククジラ僧体

を月ごとに分総してその限分位数を表した箱ヒ

ゲ函である。災験倒｛本に4カ月を通じて（12、1、

2、3月）体重に緩やかなJ1l1加傾向が宛られるも

のの、体長およびイ4<.illに有窓な変化はなかった

が、 ~Ii巣ill笠は12月に向く、 12月以降2月まで

減少し、 2flには最も低い｛直をとることがわか

った。精巣j二｛本重放およびtli巣イ本fJlも同級の傾

向をぷした。また、 Jfll!反中T淡l主は12月から1

｝~ にかけて低い備をとリ、その後徐々におい値

をとっている（凶8）＂血祭主 i'E'i設l支は2月に~~
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図7 ミンククジラの体長

(A）、体重（B）、精巣重鐙

(C）、精巣上体重滋（D）お

よび精巣体総（E）における

月ごとの箱ひげ図。箱の上端

と下総はそれぞれデータの第

一間分位数および第三四分位数、箱の中央の線は中央伎、

箱から上下にi•I• ぴる君主総は90%と 10%のデータポイント、

そしてそれ以外の点は極値を示す。
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関6.p骨綴i持第三区東海域 er有線601.立

以I箱、東経351.立から701!l'まで）

および第四区海域（沼紛60i!l'以

階、東経701!l'から130皮まで）

における捕獲地点の気温（⑧）お

よび水晶（0）と捕獲された日

のEl長持問。データはそれぞれ

平均値（土SEM）を示す。
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殴10.供試倒体における精管

内に紡子を有していた

ミンククジラの割合。

12月

。
12月 1月 2月 3月

IまJ9.月ごとのー紛市II管あたりの性制胞数（A）および断面F立の
平均Mi( ±SEM）。 !Ii¥なるお文字をもっ月に有.＇J:.1主あり
(P>0.05）。

3月2月1月
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い値をとる傾向が兇られた。 f古巣組綴における

給紙管函緩は12月から1月にかけて有えまに減少

し、その後3月までは地加していった（悶9）。ま

た、一精細管当たリの給総胞数は12月以降減少

し、その後ほぽ一定となった。

では実際に精管内精子の緩談結果はという

と、 12月に採集された19NJ!のうち73.7%にあた

る14頭で精管内精子が観察され、そのうち

21.l拡にあたる4援では逐E油精子が観察された。

しかし、 1月に採集された個体からは、 63.2拍に

あたる12頭からしか精子は観察されず、運動精

子は10.5'唱にあたる2NJ!からしか観察されなくな

った。そして、 2、3月には務管内に精子は綴君主

されなくなった。このことから、南綴海におけ

る成熟雄ミンククジラの言語嫡機能は、 12月から

j急激に減少したことが伺える（額10）。給与1重量

とi血疑中E，機度の聞に相関関係は兇られなか

ったが（r=0.22）、 1古巣および精巣上体現丞はそ

れぞれ務総l管問秘（r=0.57、p<0.0001;r=0.55、

p<0.0001）、－1'!~純l管当たりの絞it~llJ抱数（r=0.43、

p<0.001; r=0.31, p<0.05）および血築中TilliJJJ'
(r=0.51、p<0.01;r=0.44、p<0.05）と有意な格｜刻

関係が見られた。以上の結果から、降級um乳類

と防総に南綴i毎i!lil"Jfrミンククジラの精巣機能調

節にTおよびE，が泌与し、索餌｝由である12月か

ら1月に精巣機能は減少していることが明らか

になった。このことはミンククジラが季節繁猶

動物であるということはともかく、日長H寺悶が

南棟i毎よりも短くなると繁殖期を迎える綬臼周

期の季節繁殖動物といえるのであろうか。一般

的には中、高総度地111に生息する型地物は、子の

出産育児を最j車な季節にあわせて繁摘するもの

が多く、 9f娠Wl悶が長い（1年）動物は日長時｜百l
が長くなると繁揃季節（春）を迎える長日周期

で、妊娠期間が短い（半年）動物は日長時間が短

くなると望書獄季節（冬）を迎える短日周期の季節

祭主主動物となることが多いと言われている。ま

た繁獄の季節般に環境~11'1の彩襲警は大きいとも

言われている(Bronson,1985）。しかしながら、

ミンククジラのようなi紛J訪日乳類てにしかも多

くのヒゲクジラ類と同線に、広く閲遊する ~｝！物

には、このような物I型的要閃によって生殖内分

泌が1~縛されるのだろうか。このように南極海

産ミンククジラのf，~，具機能が索郎知lに減少して

15 

いることが明らかになっても、逆に｛可狩になっ

たらその機能が上昇するかは不明である。繁殖

販にどこまでの精巣機能を有する個体があるの

か、また雄ミンククジラがどのような望書締形態

を持つ動物なのかを季節を通じて解明すること

は未だにできていない。

6. まとめ

飼育ドにおけるバンドウイルカなどにおいて

は、電気刺激法やハンドサービス法を用いて射

出絡液の回収が行われている（Fleminget al., 

1981; Schroeder et al., 1989：，吉岡， 1991）。また、

回収され、 /jf！結保存された精液を用いて人工綬

紡も試みられている（Schroederet al., 1990）。そ

のうえ近年、繁殖および受給現象の解明は、生

命現象や巡伝悩報を人為的に操作する可能性を

尚める鍵であると現解されてきている。精子の

凍結保存技術はすでに家斎の繁殖と育樋に関し

ては、すでに産業技術として1;t;mされるに至っ

ている。

この2陸軍主は、自1li1盤調査によって得られる紡子

や卵子を利用して、ヒゲクジラの一種であるミ

ンククジラにおける人為的繁殖支配の基礎研究

として、体外受給による版作市を閥的としたも

のである。けれども私は、船にさして強いわけ

でもなく、技術的にやっかいな問題に直隠し、

大きくて扱いにくいミンククジラを前に失敗を

重ねると、なんで、わざわざミンククジラの伎

般機能を知ろうとするのかという疑問が頭をも

たげてくることがある。雌ミンククジラの卵胞

内卵子を体外成熟t自主事に取り荘lみ始めたときも

そうであった。ウシ、ブタなら18から36時間で

減数分裂中JYJに迷するものだが、ミンククジラ

の場合は9611寺！日j、4から5臼11¥Jもかかることを知

った時もそうだった。そして経め付きは、それ

だけのことを拘lるために何ヶ月間も奴やし、そ

の挙げ句、実験成巣としてはろくなものではな

かったとわかったときであったo 他にも失敗話

には司L欠くことがない。私たちがおこなってき

た雄ミンククジラの精子と紡巣機能に関する研

究は誰もこれまで掠lりえなかった大仰ヒゲクジ

ラの受精現象を解明したいという情熱だけで進

んできた感がある。現時点て’は、これらの技術



が今後のミンククジラと人とのあり方を示すよ

うな評価をされるまでには至っていないが、こ

れら一連の研究がヒゲクジラ類の繁孤生理の解

明や、絶滅危棋にある他の海綾lll11乳類への応用

が可能となりうるように今後も知見を深めて行

きたいと考えている。

7.謝辞

この一巡の研究は、司E者が帯広畜康大学およ

び岩手大学大学院に在学したときのものであ

る。このような機会を与えていただいたllii!r普
産大学循升笠教授に心から感謝する。
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日本鯨類研究所関連トピックス（2001判月～2001年5月）

JWC/SOWER調査船の帰港

昨年12月14日に広島県綴戸田港を出港し、

!WC/SOWER調査に就航していた第2昭1有丸と

昭溺丸が、各々3月278に横須賀港、 3)']29日に

三附1§に帰港した。

今回の調査は南極海W区を挟んでV区の東海

域から I区凶海域まて’の広範凶な海域を対象と

した調査となった。 V区を中心に行われたシロ

ナガスクジラ調査では、シ口ナガスクジラのバ

イオプシーの採集や鳴き声の録音に成功した。

今回の議資はニュージーランドのエンサー氏が

調査団長を務めたが、当研究所からは調査部の

松岡・村瀬の両名が参加した。

平成12年度広報企函委員会の開催

3月21日に当研究所会議室において、線記委

員会を開催した。委員会では、水産庁扱当官か

ら捕鯨を巡る現状についての説明があり、当研

究所から海外向け広報活動を中心にその災施状

況を報告するとともに、今後の活動計闘を説明

した。委員の中には外信部等に在終した方もお

られ、その経験を生かして、今年の!WC年次会

議がイギリス ロンドンで開催されるので、現

地における広報の有リ方等について、 l'~1重な多

くの;¥',I;見が出された。

公益法人の業務及ひa財務状況検査の実施

3月291ヨ水店主庁巡洋課 臼 liil寺係長及び~i'r久

111担当官によリ、＂＇研究所の事業の運営状況に

ついて検査が実施された。

総長の採用

3月23日付けで臨時i隊員として研究部生態系

研究笈に幸田郷代をt票用し、 4月11ヨ付けで職員

として悩報・文化部 関密情報課に川越香織を

採用した。

第14次南極海鯨類捕獲調査紛団の帰港

昨年11月17行に下関泌を出港した調ti:船凶
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は、約 5 ヵ月間の調資自J[if~を終えて、 4月9自に

笥視採集紛ID新丸が悶ぬ市凹熊滋に、 4月11日

に調査母船日新丸が石巻工業滋に、同日 El視採

集船第1京丸及び第25利丸が下関滋に、 4月12日

に問視専門船第2共新丸が石巻滋にそれぞれ帰

港した。

今回の調査ではミンククジラ2,0791l1'5,393iil1

の発見があり、調資海域全体が比絞的水温がお

くミンククジラは調査海域の南側に偏在し、北

例iにはドワープミンククジラが、また、ザトウ

クジラやナガスクジラ等の大型ヒゲクジラが氷

縁近くにまで広く分布していることが綴察され

た。

捕獲調変船の一般公騎

鯨類揃自基調盗と捕監~を巡る諸問題について、

広く悶民の理解を得ることを目的として、全悶

各地で毎年開催している捕獲;u,~査船の一般公開

が、 4月2L22の両日、石巻市の石巻工業予告で

行われ15,600人の来上話者て’lW<わった。また、一

般公開を記念して、 4月初日に石巻グランドホ

テルで、森本!WCコミッショナーが「悶際捕

鯨情勢と!WCの現状Jについて、佐野大臼本水

産会会長が「21世紀の水産業の展望j と題して

r.f/Jwrを行った。

第37悶水産資源管理談話会の開催

当研究所資源管淑研究セνターが主催する粉、

記会合が、 4月26日午後に当研究所会議室にお

いて261'，の参加の下で開催された。今聞は秋田

県水緩猿奥センターの杉tlt秀樹氏が「秋田県に

おけるハタハタの資源管瑛 一漁獲鼠70トンか

ら1000トンになるまで Jを、東京水波大学の

渡益を久爾氏が f日本海におけるハタハタ漁獲f誌

の年変動Jと題する話題を提供し、それらの話

題について活発な質疑応答が行われた。
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船団の出港

北西太平洋におけるミンククジラ、ニタリク

ジラ、マツコウクジラの授餌生態と生態系にお

ける役割jの解明及び系群構造の解明を目的とし

た捕獲調査船聞が出港した。この調査は昨年に

引き続き第2期北西太平洋鯨領事ttl狼務査の予備

面1町f迎伝

調査と位置付けられておリ、 5月9日に白視専門

船第2共新丸が塩釜港から、 5月10日に調査母船

日新丸が因島市目立滋紛所岸壁から、目視採集

船!Ji新丸が塩釜港から、第1京丸と第25~ミj丸が

下関mサンセイ（株）下関工場岸壁から、 5月15

日にトロール総査船「とりしまJが浴水滋から

それぞれ出港した。

日本鯨類研究所関連出版物等 α001年3月～2001年5月）

［印刷物］
lli研究所： MISINFORMAτ10N（日本の捕獲調査の正当性） • 55即日本鯨鎖研究所，2000/3/1.

当研究所ー鯨研通信，409.24pp.日本鯨線研究所，2001/3.

当研究所．錦鯨をとりまくこの l年 2000年（後Wll 199pp.日本館綴研究所， 2001/3.

当研究所・日本が笑施している南極海におけるミンククジラの捕獲潟査 4pp.日本鯨類研究所，

2001/4. 

当研究所水産資源管遡談話会報，24.22即日本鯨類研究所資J血管理研究センター，2001/4.

当研究所 （新聞広告） 76万顔。ミンククジラは1'21&です。日刊水産経済新聞，2001/4/20.

当研究所 f！器類と魚類資滋についての災笑」に対寸る批判。 8pp.日本鯨類研究所，2001/5.

当研究所・（新聞広告）ミンククジラだけで世界に1,000,000援もいます。多くのクジラは絶滅の危尊重

とは無縁です。みなと新町l,2001/5/l. 

当研究所：（新聞広告）ミンククジラだけで1!t界に1,000,000頭もいます。多くのクジラは絶滅の危機

とは無縁です。水産タイムス，2001/5/7.

膝綴良弘．（第Sf;f）日本が行っている調査とその成果。くじら紛争の真実 161-203 地球社，

2001/4/28. 

Goo命nan,D. : Whales already safe.τ百EINDEPENDENT, 2001/5/19. 

飯野靖夫 （第12章）捕鯨と悶際法（第 l、2、3節）反捕鯨派の主張を検証する、クジラを捕る上で

の権利と義務、！WCが直閲する法的問題。くじら紛争の真実： 250-258 地球初，

2001/4/28. 

森本稔：捕監事インタヒvユー 科学と悶記長法で世論味方に 「下関視野に一歩でも前進」。みなと新

ll司，2001/5/1.

森本稔：鯨類主1n控調査船団の石巻入港記念鯨霊長問題に関するi./li淡会 「悶際姉鯨情勢と!WCの現

状捕鯨再開へ瑚鮮と協力を」。 日刊水産絞済新mJ.2001/5/t 

森本稔：一般公聞記念講演会から おIi鯨情勢と！WCの現状（IWCEI本政府代表森本稔氏）。

水i1lfタイムス， 2001/5/7.

大山佐世：（第511¥'）捕鯨と鯨文化一生活に息づく捕鯨ー（t1'3,4節）日本の捕鯨と食文化、位罰lの

捕鯨と鯨食文化。くじら紛争の真実： 11ι127 地球初，2001/4/28.

大限清治空士、類を含めた、持続可能な漁議を目指すべきですe サライ， 13(6) 15, 2001/3/15. 

大網干吉治 シロナガスクジラの骨絡標本の展示を祝って。シロナガスクジラ全身’l'1’終 日本ーノルウ

エー共同プロジェクトの歩みー 1 下関海洋科学アカデミー， 2001/4/1.

大隅法治 （第1ちC1)クジラの極綴とその生活。くじら紛争の爽災 29-39 地球社，2001/4/28.

大隅消治 （第7市）クジラはどのくらいいるか－j＇！任ある捕鯨を続けるために 。くじら紛争の災
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実 15（ト160 地球社，2001/4/28.

大関前治：捕鯨インタビュー科学と国際法で世論味方に f粛々と調査し知見をNi秘j。みなと新

rm, 200115/L 

大隅m治第53回!WC特集 fIWC年次総会を前に 正常化への着i突な一歩をj 水波タイムス，

2001/5/7. 

Suzuki，つ仁， Mogoe, T., Asada, M., Miyamoto, A, Tetsuka, M., Ishikawa, H , Ohsumi, S., Fukui, Y. 

Plasma and pituitary concentrations of gonadotropms (FSH and LH) in minke whales 

(Balaenoptera acutorostrata) during出efeeding season. T!zeriogenology 55(5) . 1127-1141, 

2001/3/15. 

問中間一： （第9翠）鯨資源の管腿法（第 l、2n百）鯨資i鋲の乱獲から改訂管現方式へ、南氷洋におけ

るクジラの保護区。くじら紛争の真実： 204-222，地球制，2001/4/28.

Yoshida, H., Yoshioka, M, Shirakihara, M.，皿dChow, S. : Populahon structure of finless porpoises 

(Neop!zocaena p!zocaenoides) in coastal waters of Japan based on mitochondrial DNA 

sequences. Journal of Mammalogy 82 123-130, 2001. 

吉田英可ーカリブ海における鯨主耳目筏潟査の概要綴告。鯨研通信，409 1・7,2001/3. 

i学会発表1
Ji車滋1良弘・田村 力。近年における北源太平洋ミンククジラの食性とその変化。平成13年皮臼本水産

学会春季大会・日本大学生物資源科学部，2001/4/4.

後勝隆夫・上倒n久・ Pastene, L . A. 遺伝的手法を周し、た鯨製品の綴判定と｛固体識別の試み。平成

13年度日本水産学会春季大会・日本大学生物資淑科学部，2001/4/2.

袴回同店、・ 1議滋1良弘・問中I§ -: i.調査対象生物のサンプリングを伴うライントランセクト法で生じる

バイアスとその補正の試み。平成13年度日本水産学会森季水会・ El ;f又大学＇E物資i峰、科学

部I,2001/ 4/2. 

Pastene, L.A., Goto, M., Kanda, N., Zerbini, A., Go節man,0., Palsboll, P. J.・PHYLOG耳NETIC
RELATIONSHIPS IN THE MINKE WHALE (BALAENOPTERA ACUTOROSTRATA) 

WORLD-WIDE EXAMINAED BY MITOCHONDRIAL DNA CONTROL REGION 

SEQUENCING. EUROPE山 CETACEANSOCIETY 15"" Annual Conference ・ Frentani 

conference center, Rome, 2001/5/9. 

関村 力.il主綴良弘 2000年夏季における北商太平洋ニタリクジラの食判。平成13年度日本水Pli.学会

春季大会 日本大学生物資淑科学的，2001/4/4.

桜並量級生ー松岡緋ニ.iI耳目畠i'J:利・附崎 誠： f~J綴i毎における鯨査員捕獲調査σARPA）での；1~1¥0観測。

2001年度日本海洋学会春季大会（ポスターセッション） ' 2001/3/28. 

銭谷花子.ij事務1良弘・坂東武治・加i漆秀弘北凶太平洋ミンククジラの縫み分け。 平成13年度臼本水

産学会選手季大会・日本大学生物資源科学部，2001/4/4.

［放送・言語演］

石川1 fJIJ・浜にうちあがったクジラの対応について。日本教育会館一ツ矯ホール，2001/5/13.

森本 総： i翠際捕鯨情勢と!WCの現状。「日新丸J自仕切石巻 般公開記念講演会。石巻グランドホ子

Jv, 200114;20. 

大m耳iM台．定ii:；漁業と捕鯨問題。 /tr設漁業協会・伊東Jilli必光会ii¥'i,2001/3/15. 

大綿i1'J治 これからの捕鯨はどうあるべきか。純正社会問題研究会・浦和｜共済会館，2001/4/6.

大隅ii'!治走れ！ 'i＇央情線問 中央区！とiif1｝開Iを紹介するコーナー（インタピュー）。 RADIOC汀Y・

中央エフヱム，2001/5/8.
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鯨研通信

大綱泊治：くじら問題の環状と将来展裂。海洋産業研究会・経I'll迷会館， 2001/5/31.

凶 村 力 鯨の食性と魚介類の消焚滋。二十一世紀の水産を考える会4月フォーラム 日本近海から

どれだけ魚介類は供給できるか。三崎魚市場大会議室， 2001/4/14.

tli村和夫，監事の生態とf0ll査捕鯨の意義。下関体験型観光ークジラを学ぶコース・下関観光コンペンシ

ヨン協会，2001/4/23・25.

山村和夫：クジラの特徴と日本鯨鋭研究所の活動。食生活ジャーナリストの会，2001/5/31.

銭谷苑子 クジラについて。下関体験型観光・クジラを学ぶコース・下関観光コンベンション協会，

2001/4/27. 

［新開記事］（日鱗TYf所蔵記事77イルより抜粋）

白骨絡標本を展示公rm4月オープン 下関市の水族館「海緑餓jで 日J'IJ水緩経済新聞 2001/3/1.

クジラの捕食魚FAOが誠J!f.へ：毎日新聞 2001/3/3.

・監事類の捕食調査FAOが笑施へ 産経新i渇2001/3/3.

クジラlili食でi塑迷食総i;；議機関が調査政経新rm200113/6. 

・クジラのt監禁への3器禁事調査で合怠 産経新llH2自01/3/6.

筋｛類の漁業への銀鱗調査で合意受入禁止規制も椛込む101底j参加FAO水産委rmく 日l'IJ水産絞済

新聞 2001/3/7.

捕鯨関係の成果で反発必至小松参事官がCOFI等の焔凶会見 日J'IJ水産過信2001/3/14.

メンバ一回101カ留が出席 第24限FAO水康委只会鯨査員長Ii食の影響訴j資： iii.！政の窓 2001/3/15.

・閑話一題 FAOと捕鯨：新水底新聞（迷報版） 2001/3/19. 

25日焼津市で海の幸フェス 26日は!OTCシンボ：みなと新聞 2001/3/22.

25日フェス夕、 26日シンボ焼津市で！OTC会合の成功をWJし．日刊水渡辺信2001/3/22.

. i昆務報告義務化やDNA登録など 早急に鯨査員管組制度見渡しを 水ftl.げみなと新聞 2001/3/23.

・水産庁混滋鯨鎖でJ,!;i¥Mボす密i魚防止前提に有効f罰則水産タイムス 2001/3/26.

ー鯨肉の総入再rm副際中目が前向き・毎臼新聞 2001/3/27.

・ノルウェー鯨肉 年内にも翰入解主主・籾日新聞 2001/3/27.

クジラやwro間足立話し合い ノルウェー・グレーグツセン漁業中目 日刊水底経済新聞 2001/3/27.

・!WCの鯨l!.fi生態調査終え2i主の調査紛が帰港新水康新聞（巡綴i仮） 2001/3/27. 

・!OTC会議記念 海の宰フェスティパル 焼津fl.¥iii j誌に市民二千人が参加1・日 FJ水産通信

2001/3/27. 

［有鯨調資船、相次ぎ帰港横須賀三階 ii~2/I自衛丸とH自尚丸 日刊水産経済新1封l2001/3/28. 

・ミンク651銀、シロナガス16頭発見南極ii~鯨絞生態調査が終了・みなと新rm 2001;3;2s. 

ー南氷洋鯨類IJ>~査紛団第21沼南丸から帰航 日刊水産逝総 2001/3/28.

‘FOC漁船や鯨類の捕食 !OTC会議記念 ！潤際漁業シンポで沼；発なJ議論。日刊水産通信 2001/3/28.

・ノルウェー漁業中日が来日 悶五 五妃随行、際水副大自らと会談 日刊水綴過信 2001/3/28.

訪の鯨肉翰出入は前向きで一致＝日潟大包会談 新水産新llll（速報版） 2001/3/28. 

・閑話ー題鯨肉翰入とi肖業捕鯨新水産新日；10車報版） 2001/3/29. 

・グレーグツセン ノルウェー漁業椴会見 水版物の袋、認められる 鯨肉販売・消波は自然て寸金活！

的：日刊水産経済新聞 2001/3/29.

グレーグツセン ノルウェー漁業中日 鯨肉汚染溺斎5月に結果公表今年アトラン長船 50万トン

見込む：みなとがrl日J2日01/3/29.
－シロナガス鯨の骨格桜木股ぷオープン記念シンポも みなと新街J2001/4/2. 
・クジラ試食に2000人焼津でii~の宰フェスティパル水産タイムス 2001/4/2.

・日本市助はノルウヱーに主要 資源持続が共通悶際．水綴ダイムス 2001/4/2.
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・4月21、22EIに石巻で調査捕鯨齢、団の一般公開新水産調it渇（速報版） 2001/4/6. 

鯨の鉛を見に行こう！！ 鯨議資紛毘が一般公開：みなと新開 2001/4/6.

・南氷洋調まま捕鯨船団が帰港、日新丸は11日石巻へ 5千頭以上のミンク鯨を発見、資源の頑縫さ奥

付け．新水産新聞（迷綴j仮） 2自01/4/9.

f者氷洋調査捕監事紛t'IIが帰滋 ミンク 溶杯の440E貫主lH盤 みなとがr聞2001/4/9.

・日新丸は11日、石巻に 雨対、調査紛図、帰港へ 日刊水政経済新開 2001/4/9.

くじらの昔告を見に行こう 21～22日、石巻港で母船など一般公開：日fU水産通信 2001/4/9.

．】万頭以上の鯨類を発見 I持氷洋調査船患が今週帰港へ・日刊水産過倍 2001/4/9.

鯨捕j堅調資紛「日新丸J入浴 ミンククジラ1600トンの荷揚げへ．石巻日日新加2001/4/11.

・調査捕鯨齢、が帰港 下関 ミンク鯨440頭を捕獲：毎日新聞 2001/4/12.

下僕！閲僚の!WC総会米年4月25日～5月24日毎日新聞 2001/4/12.

－鯨類調査母船.El f{r丸が帰港 石巻工業港で入浴式。 Elf1J1Jく産絞済新rm2001;4;12. 

母紛「日新丸Jがお巻入浴 li114次iYJ氷洋鯨革質調主主 科学的知見に成果，みなと新llfl2001/ 4/12. 

・第1京丸と第25利丸 Fl対に焔港みなと新｜出 2001/4/12‘

鯨類；応査船団ょうこそ 石巻工業浴に入港21 22日一般公rm 石巻かほく 2001/4/12.

捕監事文化よく知って 調査船「日新丸」が入滋 石巻．湾北新報2001/4/12.

・捕鯨禁止海域設定3起を批判 淡水制がNZ営幹1に印税！こI新rm200114/14. 

南氷洋鯨'!J'i調？を紛が帰港首｜凶述リミンク440頭を捕獲水産タイムス 2001/4/16.

・ 5400iiNのクジラいたよ 5ヶ月の航海終え調査団が帰国：毎日小学生新聞 2001/4/18.

・日新丸が来た捕鯨再開への道上隊突に増えている詳石巻かlまく 2001/4/18.

－日新丸が来た捕鯨符llflへの道中水産資源おれたちが守る 石巻かほく 2001/4/19.

・21、22日にお巻で鯨綴捕獲お資船団の一般公1m：新水産新聞（迷綴l坂） 2001/4/20. 

ー日新丸など石巻で一般公rm：日刊水絞経済新聞 2001/4/20.

ー関係者300人が出迎え 石幾工業滋で入浴式・日干IJノ比政経済新！告J2001/4/20. 

「鯨ポータル・サイトJ!WC下関会議推進協ホームページ開設 日刊水燦経済新聞 2001/4/2日

・鯨主宣告If~堅調査船団 日新丸が一般公開 21、22臼石巻で：日｝lj水産絞済新聞 2001/4/20.

・日新丸が来た trill諒再開へのj且 F 閣内外に必要十J訴えたい 石巻かほく 2001/4/20.

日新丸きょうから一般公開 石巻工業港待ち派ねた市民ドッと 潟奇捕鯨の理解訴え．石巻El日

新開 2001/4/21.

－巨大な船体、終I嘆の戸 lill鯨調査母a日新丸、勤続丸 一般公開に人、人 石巻かほく

2001/4/22. 

－とうほく 乗って学んだ捕鯨文化調夜船「臼新メuなど公開河北新報 2001/4/22.

捕鯨文化伝i誌を訴え !WC日本代表など記念講i!ii 会凶から250人出席．石器か尽く 2001/4/22.

・森本、依里子氏が議淡 海の幸に感謝する会など 日新丸一般公開を記念し：日刊水産経済新附1
2001/4/24. 

－石巻で一般公｜潟 大盛況過去i品目iの1万5600人・日刊水産絞済新聞 2001/4/24.

日新丸がやってきた カメラリポート 一般公開鯨肉の販売も人気．石巻日日新Im2001/ 4/23. 

・捕鯨再開へ昭一陥＇ i京まる i詰1：もの1万5600人来場 行巻で鯨類捕獲調査船閑一般公開 みなと新llfl

2001/4/24. 

・l万6000人が参加し歓迎 21～22日正i巻で街i'll'i調査船聞の一般公rm 日刊水産通信 2001/4/24.

ょうこそ臼新丸然然歓迎の人波石巻謁査指if鯨紛が一般公開石巻かほく 2001/4/25.

調査捕鯨船が入港石巻21,221ヨに一般公lnl：朝日新聞 2001/4/26.

・鯨料現美味でした f量的，総計i市の中学3年生体験型修学旅行で好評：朝日新llH2001/ 4/26. 

小松参事官編著の fくじら紛争の真実jが出版 新水産新聞（）車線版） 2001/ 4/26. 
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クジラ修学旅行下関へ 料理や捕鯨船体験コース’山口新聞 2001/4/26.

大阪で食博が開幕初日3万5000人、滑り出し好調：みなと新開 2001/5/1.

・捕鯨再開へ世紀越え鯨食文化を：みなと新潟 2001/5/1.

!!ii 研通 信

図民の支援で米閣の桐喝にひるまず佐野、森本氏を諮仰に記念講淡会凶日刊水illi返信 2001/5/1.

・活性化の推進材料と期待 鯨類主iii堅調査船留を石巻で大歓迎：日1'U水産通信 2001/5/1.

捕鯨で米箆！と；£＇：見交換森本 !WCコミッショナー具体的反応、なし：日1'U水illi経済新llfi2001/5/1. 

日新丸船底一般公開石巻に1万6千人 くじら汁サービスも 捕鯨問題への理解広げる・水産タイ

ムス 2001/5/7.

鯨食文化を結集大阪・食博で普及狙う 水産タイムス 2001/5/7.

・!WCロンドン総会で勝利への突破口を !WC総会「捕食j f塑域Jが焦点 RMSの早期完成求め

る水産タイムス 2001/5/7.

・謁主主船団が宮城・石巻に入浴 科学の闘でクジラを見守る J1'll経新聞 2001/5/8.

第2！羽北西太平洋鯨類捕ま堅調査船団が出港 新水産新聞（迷報版） 2001/5/10. 

下iおから2！主出港 第1京丸と第25利丸ーみなと新/!fl2001/5/11. 

北西太平洋鯨類調査船聞が出港来年からの本格調査に向け 第21由予備調査みなと新総 2001/5

/11. 

・鯨頒布Ill-控訴j査母船 日新丸が出港式 ニタリ、マツコウ、ミンク調査へ．日l'IJ水産経済新rm
2001/5/11. 

今年の調査捕監事昨年と同じ3穏 ω読売新聞 2001/5/10.

。鯨と漁業競合関係などを解明へ北関太平洋鯨瓶調査船留が出港：日刊水産通信 2001/5/11.

クジラ調査船に乗った！ 宮城然石巻工業滋で一般公llfJ：毎日小学生新日H2001/5/13. 
・北i1!l太平洋鯨類調査 日新丸ら出港・水産タイムス 2001/5/14.

米、 El本に制裁示唆調査捕鯨に反対声明：毎日新総 2001/5/15.

・3寄査捕監iii 米が制裁を検討 ブッシュ政権、日本けんi防・日本総済新rm2001;5;15. 

・日本の調資制i録、 米、新たな制裁示唆 読売新聞 2001/5/15.

－日本の調査長Ii鯨貿易制裁発動も 米医i務省産車革新聞 2001/5/15.

・米、認査捕鯨に抗議 E初日新聞 2001/5/15.

ー調査捕監ii中止を要求米が対日声明 貿易制裁も検討．荷日本新fill2001/5/16. 

ー米関、制裁手続きの再開示唆 日本の鯨類,¥lfJ査続行に反発 日刊水産経済新llfl2001/5/16. 

・米悶 日本調査捕鯨に強く抗議：みなと新経I2001/5/17. 
北関太平洋鯨主質調夜、今年も漁業資源彩線認査：：iiiノ'1<i1f.新rmc速報j坂） 2001/5/18. 

。北商太平洋鯨査員捕獲調査 臼本が米関に反論 「世界的な支持がある j 水iirrタイムス

2001/5/21. 

ーやさしく図解ワールド クジラ保護派と対立下野新聞 2001/5/24.

鯨料理は日本の文化 クジラ食文化を守る会得ーで｜剥く e水産タイムス 2001/5/28.

・第53問問際捕鯨委に向けて 科学委の役割jと課題研究者対談披鯨問題キャンペーン （財）日本

鯨類研究所大隅mi台国事長独立法人水政総合研究センター畑中：.1理事長 日刊水産経済

新聞 2001/5/31.

［雑誌記事］（日鯨研所蔵記事ファイルより彼粋）

鯨誠資で日米共防挺2住 民i綴と米商務長＇§；が合怠 i/1~外漁業協力 2001/3.

!WC改訂管耳lliliUJJl:侭MS）作業部会中間会合の結果について：海外漁業協力 2001/3.

第4凶北西太平洋沿岸諸国!WCコミッショナ－JI＇公式会合の結巣について 海外；ff,＼；｛（協）J2001/3. 

Topics鯨研、 RMS'f＇照会合でコメント 水産界 2001/3/1.
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・Topics RMS作楽部会中i司会合開く．水産界2001/3/1.

・新刊紹介 「水産資滋学を語るj 水産界2001/3/1.

－北凶太平洋調査、 j際識なスタート 大隅臼鯨研理事長諮る．水産界2001/3/1.

・月間グラフ 解明が進む鯨綴の大盤捕食鯨研がクジラ3穏を調査水産界2001/3/1.

ノルウェー鯨肉総入は妥当 水産週報 2001/3/5.

・クジラも！7'ill.な食糧資源捺鯨停止で古Lれる生態系村上光臨・日本~i類研究所専務J!JHJ＞にrm く

食品流通経済2001/3/10.

日本書車線研究所・大隣理事長ら年強会見 持続的鯨類捕獲調資事業の）f~fjfj に努力 水産世界

2001/3/15. 

ノルウェーの「秩序ある鯨肉事詩人の実施j と「北西太平洋の捕獲調奈の実施J を ~§書 採沖f災林水

媛大関に捕鯨55耳体代表水産世界2001/3/15.

·Topics鯨肉総入で谷~I＜淡水中目へ裂き塁：水産界 2001/4/1.

ト口説み鯨が安く食べられるぞ： YomiuriWeekly 2001/4/8. 

・南氷洋街、査員調査時a団長j｝港 第二II自南丸（横須tU) II百件IメL（三jf,'J）に鯨綴資源也’理 科学情報の収

集で水産世界2001/4/15.

－詩J栂海の鯨類生態調査終わる 水産週報 2001/4/15 . 25. 

ー南氷洋鯨類tilll産調斎紛i翠が帰港 一万鎖を越える鯨類を目視発見：水産世界2001/5.

ー第14次南極海鯨霊長捕獲調査船団が帰滋 計開H邑リミンククジラ440IT!'lを主lif壁 9if.（＼通信 2001/5.

・石巻の一般公開に過去最高の15,600人 9ifi.＼通信 2001/5.

:li'irl＜て’第5阪l海の幸フェスティパルrm催：見魚通信 2001/5.

南氷洋樹il:fi調査船出も帰港水Eli界 2001/5/1.

・SOWER調盗紛が帰港．水産界2001/5/1.

［キ］鯨調査問、相次いで焔潜水産週報 2001/5/5.

－鯨J:fl誠査船閑の一般公Ii司、 4月21.22日：水渡辺報 2001/5/5.

北開太平洋鯨J:l'j調査船団が出潜水産i恩報 2001/5/25.

京きな魚、（編集後記）

4月21日・22日に宮城県石巻市で開催した臼新

丸と男新丸の一般公開には15,600人が訪紛して

くれました。

近隣に牡能PIJや立；Jii llJTといった捕監事で栄えた

町が存在していたのが大きな関心を集めた辺IEtJ
のひとつかも知れません。地元マスコミも大き

く取り f二げ、尚臼の石器は鯨 色に染まりまし

たe

その日新丸は尚極泌で使用していたミンクク

ジラ専別の体rrrnをニタリクジラやマツコウク

ジラも丸ごとilli定できる体ill計に交換するため

に B瀬戸内海の造船所に戻りましたが、連休

明けの5月101ヨに北源太平洋鯨綴捕獲調布

日ARPN［！）に向け出港して行きました。

23 

7 fj3日からロンドンで第531ヨIIWC関連会議が

始まリます。 iヶ月近くに及ぶー述の会合には

当研究所からも10数名が出席することになりま

す。今年は、 JARPNEとillなったため、 7月rf1

は役職及の半数近くが出張中となリそうです。

ところで、 tilif盤調:ili:開始以来、南極海で採集

したミンククジラ副政物を食物アレルギーに倒

む人々で燐成される総織に優先して配分してき

ましたがその現状について大1111さんに綴めて佼

いました。もうひとつの話題提供者で『鯨研通

信3初笠坊の茂成1"＼は、大学院生時代から捕獲

.:rn盗に参加し、この分野で学位を取得しました。

いよいよ夏本苦手です。ご自愛ドさい。

( i1 I村和夫）
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